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要　　　　　　　　　旨

　昭和５８年度から平成１２年度までに直接検定を開始した４０５頭、間接検定が終了した６３頭（県外導入並びに

検定待機牛を除く）について評価検討を行った。

１．直接検定終了時成績と間接検定の枝肉成績では、直接検定終了時の体重、尻長、かん幅が間接検定の枝

肉重量の指標となりうると考えられた。

２．直接検定終了時成績と枝肉成績の育種価では、これらの各項目間はほとんど関連性が見られなかった。

３．直接検定終了時成績と間接検定息牛の開始時では、これらの各項目間でほとんど関連性が見られなかっ

た。

　特に直接検定の１日当たりの増体量の大きさは、間接検定息牛の体測項目に関連性が認められなかった。

（キーワード：直接検定成績）

背景及び目的

　肉質と肉量の並行的改良は不可欠であるため、後

代における枝肉量の推定を早期にしかも確実に把握

することは重要な課題である。このため本県の基幹

種雄牛の糸竜・糸福以降の直接検定成績と間接検定

成績並びに枝肉成績の育種価をもとに改良目標に適

合した選抜指標の確立を図った。

試験方法

１．データ

　直接検定頭数：４０５頭

　間接検定頭数：６３頭

　（県外導入と検定待機牛を除く）

２．項目

　直接検定（１日当たり増体量、開始日齢、開始体

重、終了時体重、体高、十字部高、体長、胸深、腰

角幅、かん幅、座骨幅、胸囲、得点、ＴＤＮ要求

率、粗飼料摂取率）

間接検定・育種価（枝肉重量、１日当たり増体量、

ロース芯面積、バラ厚、皮下脂肪厚、ＢＭＳ№）

結　果

１．過去１８年間（４０５頭）の測定項目は（表１）の

とおりである。

２．直接検定終了時の選抜牛と淘汰牛の相違は（表

２）のとおりであった。

　まず､体高、十字部高、体長、　終了時得点の優

れた牛が、次に１日当たり増体量、終了時体重で選

抜されている。

３．選抜された７８頭の開始時と終了時の各項目間は

ほとんどの項目で有意な相関であったが、選抜の際

に重要な終了時体高、十字部高、体長は開始時体
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４．直接検定終了時成績と間接検定成績の相関（旧

法の６頭を除く）

　５７頭の表形相関では枝肉重量、１日当たりの増体

量、ロ－ス芯面積、バラ厚、皮下脂肪厚、BMSの

相関係数は全体的に中等度から低い値であったが、

直接検定の終了時体重、尻長、かん幅が間接検定の

枝肉重量に多少の関係が示唆された。（表４）

５．直接検定終了時成績と枝肉成績の育種価の相関

　６３頭の枝肉成績の育種価では相関がある項目も少

なく、有っても相関係数が低く、ほとんど関連性が

無いと思われた。（表５）
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高、十字部高、体長にも大きな関係が示唆された。 （表３）

表１　過去１８年間の測定項目値（ｎ＝４０５）

最小最大標準偏差平均値測定項目

０．７９１．７４±０．１６３１．３０２１日当増体重（�）

２００２５９±１７．４０２３１．８開始時日齢（日）

１８３３７２±２８．６３２６６．１開始時体重（�）

３０３５４０±３６．５５４１２．０終了時体重（�）

１１３．４１３４±　３．０１１２５．１体　　高（�）

１１３．４１３４±　３．２１１２６．３十字部高（�）

１２７１５４±　３．２１１３９．５体　　長（�）

　５６．０６７．０±　２．１０　６１．３胸　　深（�）

　３８．０５３．０±　１．７３　４８．３尻　　幅（�）

　３５．０５０．０±　２．０２　４１．６腰　角　幅（�）

　３９．０４８．０±　１．７５　４３．２か　ん　幅（�）

　２２．０３２．０±　１．６４　２６．９座　骨　幅（�）

１５０１９０±　６．２９１７１．１胸　　囲（�）

　７８．５８３．８±　１．００　８１．４終了時得点

　３．２９６．５２±　０．４４　４．３５ＴＤＮ要求率（％）

　１５．０４９．９±　６．６３　２７．８粗飼料摂取率（％）

表２　直接検定終了後の選抜牛と淘汰牛

淘汰（ｎ＝３２７）選抜（ｎ＝７８）測定項目

＊Ｐ＜０．０５１．２９１．３４１日当増体重（�）

２３１．２２３４．８開始時日齢（日）

２６４．６２７２．８開始時体重（�）

＊Ｐ＜０．０５４０９．５４２２．７終了時体重（�）

＊＊Ｐ＜０．０１１２４．９１２５．９体　　高（�）

＊＊Ｐ＜０．０１１２６．１１２７．２十字部高（�）

＊＊Ｐ＜０．０１１３９．１１４１．３体　　長（�）

　６１．２　６１．７胸　　深（�）

　４１．６　４１．８腰　角　幅（�）

　４３．１　４３．５か　ん　幅（�）

　２６．９　２７．１座　骨　幅（�）

１７１．０１７１．６胸　　囲（�）

＊＊Ｐ＜０．０１　８１．３　８１．９終了時得点

　４．３６　４．３３ＴＤＮ要求率（％）

　２７．７　２８．３粗飼料摂取率（％）

表３　選抜牛の直接検定開始時と終了時の相関（ｎ＝７８）

座骨幅かん幅腰角幅尻　長胸　深体　長十字部高体　高開始時体重

０．４１＊＊０．５０＊＊０．７５＊＊０．６３＊＊０．７５＊＊０．８０＊＊０．７６＊＊０．６４＊＊０．８８＊＊終了時体重

０．３７＊＊０．５４＊＊０．４６＊＊０．５６＊＊０．６２＊＊０．７０＊＊０．８４＊＊０．７７＊＊０．６４＊＊体 高

０．３７＊＊０．４６＊＊０．４０＊＊０．５３＊＊０．４９＊＊０．６５＊＊０．７４＊＊０．６６＊＊０．５６＊＊十 字 部 高

０．２８＊　０．４２＊＊０．５０＊＊０．６３＊＊０．５０＊＊０．７６＊＊０．７４＊＊０．５９＊＊０．６６＊＊体 長

０．２９＊　０．４５＊＊０．４３＊＊０．４４＊＊０．７０＊＊０．５４＊＊０．６０＊＊０．５０＊＊０．５５＊＊胸 深

０．５８＊＊０．５２＊＊０．７０＊＊０．５１＊＊０．６１＊＊０．６３＊＊０．６３＊＊０．４８＊＊０．６６＊＊尻 長

０．５５＊＊０．２８＊　０．７９＊＊０．５５＊＊０．５９＊＊０．６５＊＊０．６６＊＊０．５４＊＊０．７３＊＊腰 角 幅

０．５２＊＊０．３２＊＊０．６５＊＊０．５２＊＊０．５５＊＊０．６６＊＊０．６３＊＊０．５３＊＊０．６８＊＊か ん 幅

０．６５＊＊０．１０　　０．４９＊＊０．３２＊＊０．３４＊＊０．３２＊＊０．３６＊＊０．２５＊　０．４６＊＊座 骨 幅

０．２４＊　０．４９＊＊０．４８＊＊０．４４＊＊０．６４＊＊０．５７＊＊０．６０＊＊０．５３＊＊０．６５＊＊胸 囲

＊＊Ｐ＜０．０１　　＊Ｐ＜０．０５



６．直接検定終了時成績と間接検定息牛の開始時の

相関

　６３頭の間接検定息牛の平均各項目と、その直接検

定終了時成績では、ほとんど関連性が見られなかっ

た。（表６）、特に１日当増体量は、間接検定息牛

の各項目に関連性は全く見られなかった。
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表４　直接検定終了時成績と間接検定枝肉成績（ｎ＝５７）

ＢＭＳ皮下脂肪厚バラ厚ロース芯面積１日当増体重（�）枝肉重量測定項目

０．０５０．０９－０．０３　０．０００．１６０．０９１日当増体重（�）

　－０．４１＊＊－０．０３　０．０６－０．１８　－０．０８　０．０６開始時日齢（日）

－０．３２＊－０．２３　　０．２７＊－０．０４　　　０．４０＊＊　　０．６０＊＊開始時体重（�）

　－０．４１＊＊－０．２９＊０．２４－０．０５　　　０．３９＊＊　　０．６６＊＊終了時体重（�）

－０．３１＊　－０．３３＊＊０．００－０．０８　　　０．４１＊＊　　０．４８＊＊体　　高（�）

－０．２７＊　－０．３６＊＊０．０７０．０３　　０．４０＊＊　　０．５０＊＊十字部高（�）

－０．１８　－０．２１　０．２００．０７　　０．３６＊＊　　０．４８＊＊体　　長（�）

－０．２１　－０．０９　０．１５－０．０５　　　０．４６＊＊　　０．５５＊＊胸　　深（�）

－０．０９　－０．０９　０．２６０．０５　　０．４８＊＊　　０．６２＊＊尻　　長（�）

　－０．３６＊＊－０．１３　０．１４－０．１７　　　０．３２＊＊　　０．５３＊＊腰　角　幅（�）

－０．２１　－０．１２　　０．２８＊　　０．５０＊＊　　０．５０＊＊　　０．６１＊＊か　ん　幅（�）

０．０８０．０００．０３－０．０３　　　０．３０＊　０．２４座　骨　幅（�）

０．０５０．０９－０．０３　０．０００．１６０．０９胸　　囲（�）

０．０６０．０００．２１０．１００．１９　０．２５＊終了時得点

　　０．３０＊＊－０．０８　０．０００．１９－０．１７　－０．１３　ＴＤＮ要求率（％）

　　０．３１＊＊０．１２０．１９０．１６－０．０６　－０．０８　粗飼料摂取率（％）

＊＊Ｐ＜０．０１　　＊Ｐ＜０．０５

表５　直接検定終了成績と育種価の相関（ｎ＝６３）

ＢＭＳＮＯ皮下脂肪厚バラ厚ロース芯面積１日当増体重枝肉重量測定項目

－０．０１　－０．０２　－０．０６　０．１５０．０２－０．０３　１日当増体重（�）

－０．２５＊０．１００．０１－０．１０　－０．０６　０．０１開始時日齢（日）

　－０．３４＊＊－０．０２　－０．１２　－０．１０　０．２００．２４開始時体重（�）

　－０．３６＊＊－０．０６　－０．１０　－０．０３　　０．３１＊　　０．３６＊＊終了時体重（�）

－０．１６　－０．１８　－０．０６　－０．０１　０．１３０．１５体　　高（�）

－０．１７　－０．２５　－０．１０　０．０００．１２０．１６十字部高（�）

－０．１２　－０．０２　０．０５０．０７　０．３０＊　　０．３３＊＊体　　長（�）

－０．０８　０．０６－０．０８　０．０７　０．３０＊　　０．３４＊＊胸　　深（�）

－０．０６　－０．０４　－０．０４　０．０３０．１９０．２５尻　　幅（�）

－０．２９＊０．０９－０．１８　－０．１７　０．１４０．２０腰　角　幅（�）

－０．０６　０．０１－０．０６　０．０４　　０．３３＊＊　　０．３８＊＊か　ん　幅（�）

－０．０４　－０．１０　０．００－０．２３　－０．１３　－０．１１　座　骨　幅（�）

－０．３１＊－０．０９　－０．１８　０．０００．２２０．２４胸　　囲（�）

０．１４－０．１４　０．０３０．０９０．１７０．１５終了時得点

０．０３０．０２－０．０４　－０．１５　－０．０１　０．０１ＴＤＮ要求率（％）

０．１６０．０００．１８０．１２０．０３０．０９粗飼料摂取率（％）
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考　察

　今回は本県基幹種雄牛の糸竜・糸福以降の４０５頭

の直接検定終了成績を用いて、その種雄牛の間接検

定成績と枝肉重量の育種価、間接検定息牛の表形相

関について評価検討を行った。

　いずれも関連性は見られなかったが、直接検定終

了時の体重、尻長、かん幅が間接検定の枝肉重量の

指標となりうると考えられた。

　これまでの直接検定終了時の成績から産子の能力

の推定は困難と思われる。さらに試験設計後、直接

検定方法が急に見直しの方針が出され、平成１４年度

から実施の運びとなった。このため現行法の選抜指

標の確立より新検定法のデ－タが一定の量となり次

第改めて本試験を実施し、指標の確立を行う必要が

ある。またその際には遺伝相関も含めた評価検討方

法が望ましいと考えられる。
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表６　直接検定終了時と間接検定牛の項目による相関（ｎ＝６３）

間検　　

胸囲座骨幅かん幅腰角幅尻長胸深体長十字部高体高開始体重測定項目

直検

０．０１９－０．１３８　－０．０６４　－０．１３８　－０．００５　０．０７２０．０６２－０．１８１　－０．１７８　－０．１０５　１日当増体重（�）

　０．３２０＊０．２２００．１９８　０．２５６＊　０．２６４＊０．２３８０．０７４０．１８００．１３２　　０．３１２＊＊終了時体重（�）

０．１３８０．１４２０．０５８０．０３５０．００２０．１６１－０．０２７　０．１３００．０９６　０．１５０＊体　　高（�）

０．０９４０．２１００．１２３０．１１５－０．００１　０．１４４０．０２２　０．２８１＊０．２１２０．２３０十字部高（�）

０．１６７０．２１７　０．３１２＊０．１２７０．０２７０．１４２０．１２００．１７１０．１３８０．２３９体　　長（�）

　０．３０５＊０．０８９０．０８８０．０４８０．１９３０．２２０－０．０３３　０．０３４０．０９３０．２１８胸　　深（�）

０．２６７　０．２９５＊０．２４９０．２１７０．０３７０．１７８０．１３３　０．２６７＊０．２４１０．２４４尻　　幅（�）

　０．３１４＊　０．３３８＊＊０．２１０　０．３７６＊＊　０．３２８＊＊０．１３４０．０１４０．１８６０．１１１　０．３０８＊腰　角　幅（�）

０．２０１　０．２９４＊　０．３２０＊　０．２５３＊０．０６４０．１３５０．１０９　０．２６８＊　０．２５４＊　０．３０７＊か　ん　幅（�）

０．０１２　０．３１３＊０．０７７０．１９３０．１９２－０．０２３　０．００９０．１６８０．０９２０．０３４座　骨　幅（�）

　０．２８８＊０．１１６０．０４４０．１３９　０．２５１＊０．１７２－０．０４８　０．０５３－０．００２　０．１６２胸　　囲（�）

－０．０８７　０．１０２－０．０７６　０．０５１０．１５２－０．１１９　－０．００９　０．１１４０．１２１－０．００１　終了時得点

－０．００５　－０．０２１　０．１０５０．０９００．１５２０．００００．１６２０．１７３０．２２４０．１６８ＴＤＮ要求率（％）

－０．０９７　－０．０７２　０．０７６－０．０６４　－０．０３８　－０．０７１　０．２０００．１６００．２４４０．１３２粗飼料摂取率（％）

＊＊Ｐ＜０．０１　　＊Ｐ＜０．０５




